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小学校 にお ける算数教材 の精選 ・統合 と
教授過程 についての一考察
井 上 俊 夫
は じ.め に
新 しい学習指導要領の公布 とともに,2か 年間の移行期を経て,昭 和55年4月より実践には
い り,2年 目を迎えている。
今回の教育課程の改訂に当って,人 間性豊かな児童の育成を 目指 して,こ れまでの算数科教
育 としての基本的な考え方を受け継ぎなが ら内容の再構成を行い,算数科教育の一層の充実を
期することを願い,算数,数 学科の改善に当っては,次 のような基本的な方針を示 している。
「小学校,中 学校及び高等学校相互の関連や児童生徒の発達段階を考慮 し,内容の程度,分
量及び取扱いが一層適切になるよう基本的な事項に精選 し,新 しく取 り入れられた内容につい
ては,そ の指導の経験にかんがみ,本 来の趣 旨が達成されるよう個々の内容のねらいや取扱い
の程度を明確に示 し,同時に,小 学校,中学校及び高等学校を通 じて繰 り返し発展的に取 り扱
われている内容については,不必要な重複や深入 りを避け,指導の効果が上がるように改善を
図るように示唆 し,その際,小 学校及び中学校においては,基礎的な知識 の習得や基礎的な技
能 の習熟を重視 し,併せて数学的な考え方や処理のしかたを生み出す能力と態度の育成が,児
童 ・生徒の発達段階に応 じてより効果的に行われるようにする(、)」としている。
算数科教育においては,この趣 旨を受け,次 の項 目によって具体的な方針を示 し,改訂を行
うようにしている。
(1)目標を簡潔にすること。
(2)内容の精選 と内容の適正な学年配当をすること。
(3)内容の取扱いを改善すること。
(4)低学年の指導を重視すること。
(5)内容の示 し方を改善すること。
の5つ である。
特に,方 針の内,(4)の項 目が,今 回改訂における最も重視されている内容である。 すなわ
ち,低学年の段階においては,児童の具体的な活動,経 験の中から逐次,数,量,図 形の概念
を抽象 し,次第に純粋なものに形成 していこうとする初めての段階であるといえ,第1学 年の
目標を示すにあたっては,それぞれの項 目に 「具体的な事象の取 り扱いを通 して……」 とか,
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厂具体的な操作を通 して……」といった表現を付加 していることが特色であるといえる(・)。
低学年の指導に当っては,初めから抽象された結果を児童に与えるとい うのではなく,具体
的な事象の取 り扱いを通 して,あ るいは具体的な操作を通 して,数 の概念や表 し方,量 の概念
や測定,図 形や空間などの理解についての基礎となる経験を豊かにもたせるようにすることが
特に重要であるとしている。
第2学 年以降では,具体的な取 り扱いや操作に関しては,第1学 年に示されているような表
現はいちいち用いてはいないが,基 本的にはそれ と同 じ考え方に立つことが必要であるとして
いるが,「具体的な……」 とい う言葉が意味する事柄が,児童の発達に応 じて次第により進ん
だ ものになること,すなわち,具体的 とい う事柄の内容にも,逐次,抽 象的な事柄が含まれて
いくことを考慮する必要があると考えられる。
また,操作についても,児童の発達に応 じて,手 などを通した具体的な操作から,漸次念頭
で行なう内面化された 操作にまで高めてい くように配慮することが 必要であると示 している
が,こ れは低学年段階における指導を重視 していることを意味 しているものと考える。
この研究においては,以上の内容を足場に最終的には 「低学年における合科的指導の成立」
をめざしているが,第1次 の研究では,こ の目的に到達するまでの過程における諸条件につい
て考察することにする。 ・
1.研 究 の 観 点
児童の心情や知的発達の特質と,算数教科 の基本的 ・基礎的な指導内容の系統との接点に授
業の構築をめざし,算数科における指導内容の統合 ・精選 と学習活動の構成 と過程に関係する
問題を考察し,最終的にめざす低学年における合科的指導の成立に必要 とする諸条件の究明を
図 りたいと考える。
そこで,こ の研究においては,既に提唱され報告 されている指導過程や指導方法の定型的な
ものを参考にしながら,今 日現場実践に携わる教師の意見を聞き,それ らを総合 しなが らこの
課題を追究したい。
考察の基本的な考え方 として,「 現場教師の体験に基 く洞察創意を出発点 とした学習活動の
構成 ・指導過程のあ り方」を追求 し,その中からこの課題に関す る原理的なものや類型的なも
のの発見に努めると同時に,学習活動そのものの有効性と価値評価を行な う場合における指導
内容の意味とその体系を明らかに したいと思 う。
1.考察の領域とねらい
考察の対象を 「数量関係」 とし,課題追究の方法は,作成された指導案を詳細に分析するこ
とから始めることとするが,「数量関係」の領域を研究の対象 とした理由は,次 のとお りであ
る。
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第1に,厂 数量関係」領域は,数量 ・図形のどれをも対象 として考え,こ れ等の概念の構成
や関係的な考察をするとき,広 く用いられる基本的な考え方や方法を指導するのが,主 要意図
である。
第2に,こ の領域は,他 の三領域の最終に位置 して示 されていることや数学の基本概念であ
る集合 ・関数 ・式などが,こ の領域の内容 とされている点である。
これ らか ら,厂数量関係」の領域は,独立的なものではなく,広 く他の内容にも関連をもつ
と考%..られるためである。
そこで 「数量関係」の領域を通 して,算 数科教育の内容全般に渡って見通 しを立て,そ れ ら
の教材内容を統合 ・精選 して,能率的な学習活動の構成を考察 し,その方法が他教科にも及ぶ
ような適切なモデルを創造 し,生み出していきたいと考える。
2.各学年における 「数量関係的単元」
先に考察 した観点に立って,現 行の児童用教科書(,)を基に,「数量関係的な単元」 の学年 ・
単元 ・主要内容を抽出してみると次のようである。
。学年 ・単元 ・主要内容(小学校教科書 「小学算数」1年～6年一 児童用一 大阪書籍)
学年i 単 元 内 容
1年
2年
3年
・な らび か た とひ ょ う。(4月 一4-)
。も んだ い の か んが えか た。(5月 一4-)
・しき のあ らわ しか た 。(5月 一2-)
。き ろ く とせ い り。(6月 一3-)
。も んだ い の か んが>x方。(10月 一3-)
・しき のあ らわ しか た 。(1月 一4-)
・い ろい ろ な もんだ い。(3月 一2-)
。式 のあ らわ し方 。(4月 一6-)
数量関係としての領域はないが,各領域の中に関連
する内容をもつものとして考える。
。具体的なものの位置の表わし方。
。表の見方 ・かき方。
。交換の法測,結合法則と加法 と減法の相互関係。
・()の意味,使い方。
・〉やくの意味と使い方。
。簡単な事がらについての記録と整理。
。表 ・グラフの表わ し方と読み方。
。数量関係を式に表わす。
。式を数量についての簡単な表現 とみなす。
。相等 ・大小の 関係を 等号 ・不等号を 用いて表わ
す。
。数量の関係を式に表わす。
。等号 ・不等号の用語,式 の強化。
。口にあてはまる数の求め方。
7+口>13
7+口く13
7+(]=13
。8-口と2+口の比較。
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4年
。考 え方 と式(1)(5月一4-)
。考 え 方 と式(2)(6月一4-)
。表 と グ ラフ(1)(6月一9-)
。も んだ い(1)(7月一4-)
。考 え方 と式(3)(11月一6-)
。もん だ い(2)(12月一3-)
。数 の 組 とか わ り方。(1月 一5-)
。表 と グ ラ フ(2)(2月一6-)
。も んだ い(4)(3月一3-)
。式 の書 き方。(4月 一4-)
。折 れ 線 グ ラ フ(5月 一7-)
。問題(1)(7月一5-)
。なかまの集め方 と分け方。(10月一8-)
。か わ り方 と グ ラフ(11月 一5-)
・問 題(2)(1月一6-)
。等しい関係(1月 一8-)
。大 きさ の比 べ 方(2月 一5-)
。問 題(3)(3月一5-)
。[コ十6=53→[コ=53-6
。数 量 の 関係 を式 に 表 わ す 。
。A±(B×n)。A土(B×C)の 形 の問 題 の考 え方 。
。口 ÷B=n,口 ÷n=Bの 形 の 問題 の 考 え方 。
。[コ×n=Aの 形 の問 題 の 考>x方。
。観点 をた て て分 類,整 理 す る。
。集計 と2次 元 の表 。
。棒 グ ラフ の読 み 方 とか き方 。
。乗法 の規 則 性 。
。対 応 させ て考 え る問題 。
。数 量 の 関係 を式 に 表 わす 。
。A×(刀z±η),(A土B)×m
。(A土B)÷m,A÷(B士C)
。順 序 だ て て 考>xる問題 。
。数 の組 と表 。
・表 と数 量 の 変 化。
。△ や○ を 使 った式 。
。棒 グ ラフ)'YVI_つい て の理 解 の深 化 。
。折 れ 線 グラ フの 理 解 と よみ 方 。
。数 量 の 関係 の表 わ し方 。
・式の計算の順序,乗法先行。()内 先行。
。折れ線グラフの見方(変 化も読む)
・折れ線グラフのかき方。
。順序 よく考えて問題を解決。
。線分図を用いての考>Z..方。
。集合の意味,表 わし方。
。⊃や⊂を用いて表わされる関係。
。集合の関係(交 わりのある場合)
。表やグラフを作って変わ り方を調べる。
。表を使って問題を解 く。
。図(樹形図)に よる集合の分け方。
・図による集合の関係の表わし方。
。集合の要素の数の調べ方。
。整数のしくみを調べる。
・等号や不等号で表わされる関係。
。等式の性質(加 法 ・減法の場合)
・口にあてはまる数の求め方。
。何倍になるかを考えて問題を解く。
・何倍になっているか,差 はいくらに着 目して問題
を解く。
。2つの量のうち一方に整理 して問題を解 く。
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。問題(1)(4月 一4-)
・問 題(2)(5月一6-)
。文字と式(7月 一6-)
。問 題(3)( )
。歩合と百分率(9月 一8-)
。問 題(4)(10月一5-)
。四角 形 と三 角形 の面 積(11A-10-)
・平 均 とち らぽ り(12月 一11-)
・問題(5)(1月一5-)
。帯 グ ラ フ と円 グ ラフ(2月 一9-)
。変わ り方と式(2月 一9-)
・問題(6)(2月一5-)
。問題(1)(5月一5-)
。問題(2)(6月一5-)
。式 と考 え方 。(7月 一8-)
。統 計 とグ ラ フ(9月 一10-)
。比(10月 一12-)
※(0月 一 〇一)は,指 導 配 当 の月 と時
間 数
。いろいろな考え方の式。
。集合の関係についての理解の発展。
。順序だてて考える問題。.,
。てぎわよく数える問題。
・表を使って考>xる問題。
。差の何倍かを考える問題。
。αや¢などの文字を用いた式。
。計算の法則を文字の式で表わす。
。文字にあてはまる値の求め方。
。和や差の何倍かを考える問題。
。速さの計算の適用。
。割合の求め方(A÷B=P)
。歩合 ・百分率の意味と求め方。
。割合の計算(B×P=A),(A÷P=B)
・割合の考え方の発展。
。数を分類する考え方の発展。
。公式の見方の発展。
。平均 ・のべの意味 と求め方。
。ちらぽりを表わす表や図。
。資料から求めた割合が,全体の集団についての傾
向を表わすこと。
。平均の考えの適用 と発展。
・帯 グラフの読み方と書き方。
。円グラフの読み方と書き方。
。a-f--b=Cの形の式で表わされる関係式,変数 ・変
域,数 の組,グ ラフの変わり方。
。a×b=cの形で表わされる関係式,数 の組 グラ
フ,変わ り方。
。ちがいに目をつけ,こ れを表に書いて解決する。
・分数計算の適用の場の拡充。
・割合の考え方の発展。
・表,グ ラフの見方の発展。
。式の形に着目して関係をとらえる。
。xの求め方。
。問題の処理に百分率を用いる。
。表やグラフのくふ う。
。比の意味,比 の値,比 の相等,比を使 う問題。
3.統合的 ・発展的な:視点に立つ教材精選 と方法
「統合的 ・発展的な考え方」 とは,ど のような意味をもつものなのであろうか。
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2の考察において,「数量関係的単元」 の抽出の過程において 考慮 した点について あげれ
ば,次 のようにまとめることができる。
1・数多い事象があるとき,これらの事象の間にある関係をとらえ,よ り高次元の立場に立
ってまとめようとする考え方。
2・いろいろな学習内容を,ば らばらに指導しないで,それ らの学習内容がもつ共通的 ・本
質的な性質 ・形式 ・構造に着目すること。また,学 習内容がもつ本質的な共通的な面を保
持するため,抽 象化 した り,一般化 した り,あるいは古い概念を新 しく広い視野で見直 し
た りまとめるとい う考え方。
この2つ の考え方を,よ り具体化 してまとめてみると次のようになる。
。 数量関係の領域内において,小 ・中 ・高学年各段階に合 う主題(単元)をとりあげ る。
。 とりあげた研究内容を,下位学年から上位学年の関連を重視し,対象学年における指導
内容の位置づけを明確にすること。
。 統合的な見方 ・考え方の能力伸長を目ざし,それぞれの教材がもつ特質を理解させ,子
どもたちが既に身につけている既習の経験から,発展 ・統合する指導の重点を明確にする
こと。
。 教材研究においては,指 導目標や指導内容を十分吟味 し,指導事項と児童の学習内容を
はっきりとした うえで,指 導計画を立案すること。同時に,こ れに関連して指導過程の段
階をおさえ,学習内容を構成すること。
。 実践にあたっては,児童の行動や発言に注目し収集 し,指導内容の統合 ・発展 と,学習
活動の構成 ・過程について検証に生か し,改善に役立てることなどである。
4・指導過程各段階の作成と要点
図lr学 習過程のパターン」
は じ め
発 問や 問題提 示 一… 教 師が児童 に刺激 を
与 える。
応答 や 問題解 決 … 一児 童が反応す る。
No.正確 か 一一 一一教師 が反応 を分析 す る
Yes.
W
教師は分析結果によって
処理する。
お わ り 鰐 鐙㌫多鰻あ覆 獸 る2
一22一
小学校における算数教材の精選 ・統合と教授過程についての一考察
学習過程は,目標 ・教材 ・学習者 ・指導者などを変量 とする関数概念としてとらえることが
でき,したがって,具体的な教授一学習はそれぞれ異った様相を示すが,これ らの多様な学習
過程の中にも共通な概念が底に存在 しているのではなかろ うか。このことを前提として,「学
習の基本過程④」 といわれ るものをあげてみると次頁のようである。
学習過程は
導入の段階一 展開の段階 まとめの段階の各段階において,(新しい学習適用)
図1の ように数個のつなが りがある」 とするとらえ方がある。
また,心理学的 とらえ方 厂刺激
一反応」に代って,情報科学的と
らえ方 「通信一制御」の概念で,
次のようなとらえ方が紹介されて
いる。 このような立場に立 って,
子どもの理解をよくするためにモ
デル化⑤した ものを 図示 すると,
図2の ようになる。
なお,学習過程の最適化を考え
る場合に必要欠 くことのできない
「転移量を増大する指導」につい
て理解 しておく必要があると考え
られ るため,こ こでこの指導のも
つ効用について考えてみたい。
「転移量を増す指導」の必要性
については,今回改訂の学習指導
要領にも,算数科指導に取 り入れ
学習
図2「 通信一制御」のモデル
制御 で きない変量 、
子 どもの思 考 ・認 識
・理解 ・心理 ・興 味
・意欲 など。
学習内容の系統 ・
子どもの実態調査
制御できる変量、
学習の環境 ・教材 ・指導
助言 ・発問 ・問題提示
など。
指導目標の決定
教材の決定
学習指導案
(フローチ ャー ト表示)
学習量の増加 ・教育の目標達成 ・人間形成
文化の創造 と継承 ・社会の向上への貢献 ・
科学の発達への貢献。
ることを強 く要請 していることが随所にみ られる。
この指導が重視される根拠 として考えられていることは,概 要次のようである。
「古 くギリシャ数学では,教材や思考は,生活か ら離れれぽ離れるほど価値があるとされ,
そ して幾何の問題を解 くことによって得 られた思考力は,生 活の場で問題を解 くときにも有効
にはた らく(形式陶冶説)ことが信奉された。 しかし,1930年代(緑表紙教科書の発行完結時)にな
って,形 式陶冶の効用に疑問がもたれ始め,実 質陶冶説が主張された。数学教育は,い かなる
時代でもこの形式陶冶 と実質陶冶の論争の渦中にあったといっても過言ではなく,これ らの論
争に一応の終止符を うったのは,同一要素論や一般化の観念に鈴る 「転移」の概念であると考
%..られる。
すなわち,極端な形式陶冶(転移量=o)も,また極端な実質陶冶(転移量=1)も存在 しないも
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のであ り,そして,教 材と指導法が適切で
あればあるほど転移量が増大するとい う説
である。
具体的に,厂転移」についてい うならぽ,
数学領域の中における2つ の事象の間に生
じる場合も考え られるが,算数科の指導に
おいてめざすものは,数学領域 と生活領域
図1
生活領域
ノ 丶 .数学領域 、
(図1)の間の事象の間に起る 「転移」を指すのであるが,こ れは,純 粋数学と生活数学 との
融合の問題であり,また数学の有用性にかかわる問題であるといわれる。
さて,「転移」 の指導をすすめる場合における学習過程の各段階における着眼点⑥をあげれ
ば,次 のようである。
① 動機づけ ここでは,な ぜ,学 習せねばならないかを自覚させる。
② 系統性を重んずる 「分解の考z.?よって,数 のしくみを明らかにす る」 ことをめざ
し,加法分解から素数分解までを系統的に指導するなど。
③ 構造に着 目する一 個kの 事象の特性だけでなく,大きなシステムの中で個kの 事象間
の関係を把握させる。
④ 「はたらき」を重んずる 動的な見方 ・考え方の指導 あるいは関数的な見方の指導
といってもよく,数学領域から生活領域へ転移する概念を把握させる。
⑤ 発見させる 問題解決学習あるいは主体学習の範囲にはいる。(発見学習)
⑥ 統合的に考える 算数 ・数学がむずかしい原因の1つは,よ り高い次元から統合 しな
がら抽象化 してい くところである。今回改訂の趣旨は,統 合か ら操作へ移行 したことであ
る。(操作的活動)
⑦ 定着をはかる 理解を深める指導といってもよく,その理解 とは,操 作を通 して体得
された理解でなければならない。労作原理 ・作問主義,あ るいは学習場面の整備など定着
をはかるのに有効な方法になる。
⑧ 実践する 算数の内容を実生活の場で有効に生かす指導であ り,実践しては じめて生
きた知識 となる。
さて,(3),(4)の内容で考察 してきた考え方を足場 とした,「 指導過程の段階」の構成 を立案
してみる。
。指導過程の段階一 仮説一
1 問題 を とらえ る 一〇
Ol
↓
問題に興味をもたせる。
・感動的直観 ・ひ らめき ・直観的思考。
問題に意識をもたせる。
・生活経験の想起 ・既習経験 ・学習への方向づけ。
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2 見 通 しをたて る
3 考 え をふ かめ る 一〇
0
4
↓
確かめてまとめる 一〇
↓
5・ 定着 しひ ろげ る 一〇
↓
本時の課題をはっきりとつかませる。
・何かの法則がある。
解決にむかう仮説をたてさせる。
・柔軟で多様な子どもの考えを大切にしなが ら,根拠のある
考え方を出し合わせる。
自分の考えや 友だちの考えを大切にしなが ら話 し合わせ
る。
・根拠をもって考える。一人ひ とりの問題をとらえ,自分の
考えを全体に発表させる。
自分の考えと比べ,あ る法則か らいろいろな関係をとらえ
させる。.
・友だちの考}xと関係づけて,自分の考えを練 る。
・もっとやってみたいという気持ちを起させるように,小 さ
な考えも大切にとりあげていく。
何がわか り,何がつかめたかをまとめさせる。
・異なる観点からみて一体的なものをまとめられないかを考
>xさせる。
・作問することや,練 習問題によって確かなものとする。
身につけたものを応用させていく。
・解法の方法が違 った類似の 問題にも使えるかを吟味させ
る。
このように構成 した 「学習過程」 の各段階における 「子どものはたらき」 と 「はたらく能
力」 とを関係づけて見ると次のようになる。
子 ど も の は た ら き は た ら く 能 力
1・ どの場 面 の 問題 なの か な。
・問題 の意 味 がわ か る。
。今 まで に こん な解 き方 で した が,そ れ でで き
るか な 。
2。 わか って い る こ とは これ とこれ だ 。
・求 め て い る のは こ うい うこ とな の だ。
。な ん とか や っ てみ よ う。
。か くれ て い る条 件,い らない 条 件 は何 か な 。
3。 今 まで の 問題 と違 うとこ ろは ど こか な。
・答 は た ぶ ん,こ の よ うV'`なるの で は な いか 。
。記憶の再生。
。想像(思 考の自由性)
。ことばの意味の適確な把握(数学的用語の理解)
。関係の発見(集合 ・分類 ・対応 ・関係)
。直観力 ・洞察力。
°事象の分析。
。関連資料の選択。
。数量化(問題に即して数を適確に用いる)
。するどい推察(論理的思考)
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。こう考えると答が出そ うだ。
4。ああい う考え方もあるんだなあ。
。この考え方は簡単でわかり易い考えだ。
。ここが新しい学習だ。
。簡単なよい方法でやってみよう。
5。どこに新しい考え方が使えるかな。
。筋道をたてて話そ う。
・予想した答 と合っていた。(ち がっていた)
。こうすれば新しい考え方でとける。
。今日の学習で一番大切なことは,こ こなの
だ。
。正確にできるまで練習してみよう。
。自分で進んでやろ う。
。新 しい考え方でとける問題をみつけよう。
。解決への段階の組織化(記号操作)
・抽象力(具体物を用いないでの抽象的,質 の操
作)
。視点の変更。
・受容へのはたらき。
・実践的な態度。
。論理的推理。
・式の運用の確実性。
。計算の正確さ。
。妥当性と客観性を追求。
。技能(訓 練)
。記憶
。発想の多様性。
。科学的創造力。
。空間的知覚。
・時間的知覚の組織化。
。数学的な概念や原理を臨機応変に機能的に用い
る。
以上の考察内容を基に,1年 生 「くらべかた」の展開を試みてみたい。
展開例1年 生 「くらべかた」4時 間扱い
。主要内容 ・広さの直接比較
・任意単位(正方形)に よる広さの間接比較
。かさの直接 ・間接比較
。任意単位(コップ)に よるかさの間接比較
1.単元目標
① 基準量の個数で,か さ ・高さ ・長さ ・広さなるを比較 して,量 の概念や測定の意味に
ついて理解す る基礎をつ くる。
② 大きさの比較などを通 して,量 の概念や測定について基礎的なことを理解する。
※ 目標を,統 合的な視点から考察
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・ 広さやかさは,長 さ(高さ)に比べて,そ の量を とらえる時,直 感的にわか りに くい
面をもっている。それだけに単位 と測定の操作を必要とすることにもな り,それについ
ての感覚を育てるとともに,測定の意味の理解を深めるうえに,大切な働 きを もってい
る。
。 また,高 さ ・長さは,す でに既習の内容である 「白ぼく」などを基準の大きさに決め
て,そ のいくつ分で表わすことへの芽がすでに出ている。ここでは,か さと広 さにしぼ
った方が,よ り深い内容を指導できると考える。
2.考察から説定される指導目標
① かさや広 さは,基準量のい くつ分で くらべられることを理解する。
② 大きさの比較を通 して,量 の概念や測定について基礎的なことを理解させる。
3.主要内容の具体化
① 指導内容の足場 となることが ら
0
0
0
0
0
1燃獣∴ …一 一一
基準量を任意に決めて,数 におきかえて比べる。
鶉 前時の内容+
20まで の数 の順序 がいえる。
② 決定 された指 導内容
1.か さを比べ る方法を知 る。
。水 と う,び んな どの容器 を,水 を用いて大か ら小へ,小 か ら大へ移 しかえて,そ の
大小を比 べ る方法 を知 る。
。入れ物 の容積 で,ど ち らが どれだけ大 きいか。 コ ップ,茶 わんな どに移 しかえて,
そ の数で表わせ ることを知 る。 一足場 となることが ら 一1-,-2一の
「数 の順序」に関連一
2.広 さを比 べ る方法 を知 る。
。匚 コ と匚:コ の広 さは,ど ち らが広いかを表わす 方法 に気 づ く。
。広 さと りゲームに よって,広 さは色板 の個数 で比べ られ る ことを知 る。
・見ただけで広 さのちがいがわか るよ うに色板 をな らべ かえる。
③ 転移(発 展内容)す る ことが ら
指導 内容一1-,-2-
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一 足場 となるこ とが ら
一2一と「数 の順 序」一
0 0 0 0
・数直線 の しくみ(2年 生)
・水 のかさ(2年 生)
・きろ くとせい り(2年 生)
・面積
。かさの概 念 と測定 の意味。
。かさの単位(Z,dl)と,その相互関係(11=10dﾟ。
。体積の測 定,基 本的 な量感。
。かさの計算。
。簡単な一次元の表 を作 る。
・○ ×を用 いて,簡 単な事が らにつ いて の記録 と整理。
。一次元の表 の作 り方。
。面積 の概念,測 定の意味。
。面積 の単位 とそ の相互関係。
。正方形 ・長方形 の面積の求め方。
。求積 の公式。
。辺 の長 さ と面積 の変わ り方。
4.指 導計画
1次扱 い 基準量 の個数 で,水 の量や高 さを比べ る。-1時 間一
2次扱 い 基準量 の個数 で,長 さや広 さを比べ る。-1時 間一
※ 統合,精 選 の観点か ら指導上,注 意すべ き事項。
。 教科書 では,高 さ ・長 さ ・か さ ・広 さの 全部 を 同 じウェイ トの もとに 広 く扱 ってい
る。 これ を,子 どもの興味 ・思考 の深 ま り方,内 容の深 さなどか ら考えて,「 か さ」 と
「広 さ」 に しぼる。
。 この2つ の中で,高 さも長 さも扱 うことがで きるの,「か さ」 「広 さ」 の内容について
も,い ろいろな要素 を入れて深め られ,内 容的 に も発展性 が期待 できる。
。1次 扱 いでは,広 さを比べた後,わ か りやすい比 べ方 を くふ うす るこ とに より,2年
生におけ る 「きろ くとせ い り」へ発展を考 え る。
5.改善 した指導計画
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1次扱い 基準量の個数で,水 の量を比べる。,
・青いコ・プ8と 赤いコ・プ 自 はどちらがよくはいるだろう・
比べ る方法を考え る。
2次扱 い 基準量 の個数 で,広 さを比 ぺ る。
'・[=:コと口の広 さを比べ る方法 を考 え る。
・どち らが広 いかみただ けでわか るよ うにな らべ かえ る。
1次 の目標
広 さは,同 じ大 きさの色板 い くつ分 で比ぺ られ ることを知 り,ど ち らが広 いかはっき り
わか る ようにな らべか%..ることができる。
※1次 の 目標を学習す る足場
青い コ ップ と赤い コ ップにはいる水 の量 は,小 さい同 じコ ップに何倍 はい るかで比べ られ
る こと。
以上,「 統合的な視点」から,1年生 「くらべかた」を例として指導案作成の基本内容にて
考察を深めてきた。,
この考察によって指導案作成上における研究課題 として,次 のような点をあげることができ
る。
それは,学 習指導要領 ・小学稼指導書(算 数編)・子どもの思考の傾向等を加味 し分析 と統
合が十分であるかを検討 しながら,内容の統一を図ることが重要であ り,これを実践するため
には,目標観 ・児童観,教 材観等にどのような内容を位置づけるかである。
なお,学習過程オ中で,「考えをふかめる」段階,「定着 しひろげる」段階における指導の観
点を設定するか らである。
この観点 とは,「考えを深める」段階では,
① 今まで学習 してきたことを如何にして引き出させるか。
② 「学習課題をとらえさせる教材」を,教 師としてどのように準備するか。
③ 考えを深める子ども一人ひとりの動きをどのようにとらえるか。
この過程のステップは,「子ども一人ひとりが考えを深めてい く」 ことを前提 とした,学習
前段階の子 どもの動きと意識,学 習の進展とともに数学的な事象について問い続ける意識 とい
った ものになるだろ う。
「定着 しひろげる」段階では,「 何をどう定着 し,どのようにひろげてい くか」が,問題に
なる。'
だから,こ こでは,「次の教材へのつなが り,新しい事象へのつなが り」等が問題にな り,
新 しい事象につなげる現在の学習がはっきりと鮮明な映像 としてイメージ化されていることが
望 ましく,映像 として,イ メージ化を図 り,定着 させるとい う過程になると考えられ る。
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ここでは,ゲ ーム化,絵 図,ド ット,帯図数直線 面積図等の適用と,この過程への位置づ
けについて考慮する必要があろ うと考える。
この研究によって把えた課題追求に関連すス諸内容を,次 のようにまとめることができる。
単元の構成を核 として,指 導の重点化を図るための観点と検討 の方法 と,統合的な視点に立
って内容の把握に基 く指導計画上の新 しい発想が∫ より適切に教材や素材を選択する眼が拡大
し,指 導法の改善 ・開拓 有効な学習活動の構成 とその展開 としての学習過程一 の試行
に,確 かな客観性 ・妥当性を与える根拠となるものと,算数科指導に用いる教材のモデルが,
各領域における系統上の諸内容や論理的思考力を必要 とする学習にあっても,有効な推定の方
法であると考え られる。
これ らの諸内容をもとに,よ り追究 し,最 終的の目的 とする 「合科的指導の成立」 をめざ
し,研究を深めていきたいと思 う。
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